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水質汚濁に係る環境基準の見直しについて（お知らせ）

　本日、公共用水域の水質汚濁に係る環境基準及び地下水の水質汚濁に係る環境基準の改正について告示しまし

た。

　本告示により、人の健康の保護に関する環境基準のうち、六価クロムについて基準値を見直すとともに、生活環

境の保全に関する環境基準のうち、大腸菌群数を新たな衛生微生物指標として大腸菌数へ見直しました。施行期日

は令和４年４月１日です。

１．水質汚濁に係る環境基準について

　環境基本法（平成５年法律第91号）第16条に基づき定められている水質汚濁に係る環境基準のう

ち、人の健康の保護に関する環境基準については、公共用水域について27項目、地下水について28項

目が、生活環境の保全に関する環境基準（以下「生活環境項目環境基準」という。）については、公

共用水域において13項目が定められています。

２．改正の概要

（１）六価クロムに係る基準値の見直しについて

　公共用水域の水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準及び地下水の水質汚濁に係る環境基

準の六価クロムの基準値について、現行の0.05 mg／Ｌから0.02 mg／Ｌに改正しました（表１）。

表１　基準値を見直す項目

項目名 新たな基準値 現行の基準値

六価クロム 0.02 mg/Ｌ以下 0.05 mg/Ｌ以下

備考　基準値は年間平均値とする。

（２）大腸菌群数に係る環境基準の見直しについて

　大腸菌群数を生活環境項目環境基準の項目から削除し、新たに大腸菌数を追加しました。基準値

は、現行の類型区分とその利用目的の適応性に基づき設定することとしました。各利用目的の適応性

における大腸菌数の基準値及び導出方法の概要は表２～表４のとおりです。

表２　環境基準値【河川】

類型 利用目的

の適応性

大腸菌数環境基準値

[90%水質値]

基準値の導出方法

ＡＡ 水道１級

自然環境保全

及びＡ以下の欄に

掲げるもの

20 CFU／100ml

以下

・水道１級の水道原水及び自然環境保全の

実態から基準値を導出

Ａ 水道２級

水浴

300 CFU／100ml

以下

・水道２級の水道原水の実態及び諸外国に

おける水浴場の基準値等を参考に基準値を

導出

備考2

i9706193
ハイライト

i9706193
ハイライト

i9706193
ハイライト

i9706193
ハイライト

i9706193
ハイライト

i9706193
ハイライト

i9706193
ハイライト

i9706193
ハイライト

i9706193
ハイライト

i9706193
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及びＢ以下の欄に

掲げるもの

Ｂ 水道３級

及びＣ以下の欄に

掲げるもの

1,000 CFU／100ml

以下

・水道３級の水道原水の実態から基準値を

導出

備考

１　大腸菌数に係る基準値については、90%水質値（年間の日間平均値の全データをその値の小さい

ものから順に並べた際の0.9×ｎ番目（ｎは日間平均値のデータ数）のデータ値（0.9×ｎが整数でな

い場合は端数を切り上げた整数番目の値をとる。））とする（湖沼、海域もこれに準ずる。）。

２　水道１級を利用目的としている地点（自然環境保全を利用目的としている地点を除く。）につい

ては、大腸菌数100ＣＦＵ／100ml以下とする。

３　水産１級、水産２級及び水産３級については、当分の間、大腸菌数の項目の基準値は適用しない

（湖沼、海域もこれに準ずる。）。

４　大腸菌数に用いる単位はＣＦＵ（コロニー形成単位（Colony Forming Unit））／100mlとし、大

腸菌を培地で培養し、発育したコロニー数を数えることで算出する。

 

 

表３　環境基準値【湖沼】

類型 利用目的

の適応性

大腸菌数環境基準値

[90%水質値]

基準値の導出方法

ＡＡ 水道１級

自然環境保全

及びＡ以下の欄

に掲げるもの

20 CFU／100ml

以下

・水道１級の水道原水及び自然環境保

全の実態から基準値を導出

Ａ 水道２、３級

水浴

及びＢ以下の欄

に掲げるもの

300

CFU／100ml

以下

・水道２、３級の水道原水の実態及び

諸外国における水浴場の基準値等を参

考に基準値を導出

備考

１　水道１級を利用目的としている地点（自然環境保全を利用目的としている地点を除く。）につい

ては、大腸菌数100ＣＦＵ／100ml以下とする。

２　水道３級を利用目的としている地点（水浴又は水道２級を利用目的としている地点を除く。）に

ついては、大腸菌数1,000ＣＦＵ／100ml以下とする。

３　大腸菌数に用いる単位はＣＦＵ（コロニー形成単位（Colony Forming Unit））／100mlとし、大

腸菌を培地で培養し、発育したコロニー数を数えることで算出する。

 

表４　環境基準値【海域】

類型 利用目的

の適応性

大腸菌数環境基準値

[90%水質値]

基準値の導出方法

備考1

備考2

i9706193
ハイライト

i9706193
ハイライト



Ａ 水浴

自然環境

保全

及びＢ以

下の欄に

掲げるも

の

300

CFU／100ml

以下

・諸外国における水浴場の基準値等を参考に基

準値を導出

備考

１　自然環境保全を利用目的としている地点については、大腸菌数20ＣＦＵ／100ml以下とす

る。

２　大腸菌数に用いる単位はＣＦＵ（コロニー形成単位（Colony Forming Unit））／100ml

とし、大腸菌を培地で培養し、発育したコロニー数を数えることで算出する。

 

３．施行期日

令和４年４月１日
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